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校内掲示物から願う「飛躍」 
冷たく澄んだ空気の中、元旦は穏やかな天候に恵まれ、新年を迎えました。ご家庭で

は、どのようにお正月を過ごされたでしょうか。今年もよろしくお願いいたします。 

令和８年(2026)年の干支は丙午です。丙午は、「火の陽気さ」と「午の勢い」が重

なり、非常にエネルギッシュな年と言われているそうです。今年は、情熱をもって、新

しいことに挑戦したり、これまで計画し、温めていたことを思い切って実行したりする

ような行動力溢れる年になることを願っています。  

私は学生スポーツを見るのが好きで、年末年始は、高校駅伝や大学駅伝をテレビで

観る機会がありました。その中で、走り終わった後のインタビューや大会前後に放送さ

れるこれまでの取組を紹介する特番などを観ていると、監督や保護者、仲間から度々指

導をうけたり、支えられたりする中で、今の自分があるということが多く紹介されてい

たように感じました。 

私は、このようなシーンから、ふと校内にある掲示物のことが思い出されました。そ

の掲示物には、「啐啄同機（そったくどうき）」という禅語が書かれ

てあります。この言葉には、卵から雛が孵る時、雛が殻の中から外に

出たいタイミングで殻をつつき、その音を聞きながら、親鳥も殻の外

から殻をつつくことで、雛が孵ることを助けるという意味が込められ

ています。卵の様子をよく見たり、殻から聞こえてくる雛のつつく音

を聴いたりしている親鳥にしか、できないことです。 

この言葉は、鳥の孵化に関することだけではなく、私たちが生きてい

く中で、人の言動を普段からよく見て、声を聴く中で、適時に声をか

けたり、指導・支援したりすることが、成長には欠かせないものだと

いうことに繋がります。先程のスポーツ選手を育成する指導者、子供

たちと日頃から関わる保護者、学校教育で指導している私たち教師にも、忘れてはなら

ない大切なことだと思います。 

この言葉が今もなお、本校の一室に掲示されているのは、これから先も学校として

大切にして欲しいこととして、伝えられ続けているからだと捉えています。今後も、本

校の教育活動でも教師と子供が啐啄する場面が多く見られ、子供たちが飛躍していける

ように取り組んでまいります。  

今年も、保護者、地域の皆様のご協力、ご支援をよろしくお願いいたします。 
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